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＊討識要旨
関礼子氏は、作品における「語り」を問題化するならば具体的な作品名を例示してはどうか、と
意見を述べ、発表者は、発表時間に制約があるため具体例を引用することは割愛したが、「j甫島草」
「寂分家分jなどを念頭においている。これらの作品では夢と現実と記憶がモンタージュ的に入り混
じっている特徴が見られる、と回答した。
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